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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第97期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第96期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
６月30日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

営業収益（千円） 10,497,695 43,275,910

経常利益（千円） 54,054 352,016

四半期（当期）純利益（千円） 2,164 151,461

純資産額（千円） 9,263,029 9,211,611

総資産額（千円） 42,913,109 43,317,344

１株当たり純資産額（円） 428.58 426.12

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
0.10 6.89

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ －

自己資本比率（％） 21.6 21.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
914,865 2,172,618

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△228,201 △1,726,207

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△559,945 △563,275

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
2,298,154 2,171,436

従業員数（人） 2,938 2,878

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．上記の営業収益には消費税等は含まれていない。　

　　　　３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載していな

　　　　　　い。
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２【事業の内容】

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はない。また、主要な関係会社における異動もない。　

　

３【関係会社の状況】

　当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,938 (646)

　（注）  従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

いる。

(2）提出会社の状況

　 平成20年６月30日現在

従業員数（人） 2,612 (567)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は（　）内に当第１四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

　　　　　ている。
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第２【事業の状況】

１【営業実績の状況】

(1）営業実績

　当第１四半期連結会計期間の営業実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。

事業の種類別セグメントの名称
当第１四半期連結会計期間（千円）

（自  平成20年４月１日  至  平成20年６月30日） 前年同期比（％）

貨物運送関連事業 9,777,392 －

不動産賃貸事業 55,317 －

石油製品販売等事業 664,985 －

合計 10,497,695 －

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれていない。

(2）地区別営業収益

区分
当第１四半期連結会計期間（千円）

（自  平成20年４月１日  至  平成20年６月30日） 前年同期比（％）

関東地区 1,085,797 －

中部地区 717,086 －

北陸地区 133,425 －

近畿地区 2,424,037 －

中国地区 5,572,104 －

四国地区 236,182 －

九州地区 329,060 －

合計 10,497,695 －

　（注）　上記金額には、消費税等は含まれていない。

２【経営上の重要な契約等】

  当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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３【財政状態及び経営成績の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものである。　

（1）業績の状況　

　　　　 当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国経済の後退懸念や原油価格の高騰に伴う諸物価の上昇を背

景に、個人消費や設備投資が横ばいで推移するなど景気は足踏み状態が続き、先行きの不透明感が強まった。　　　　　

　

　　　　 当社グループの主要な業務である運輸業界においても、燃料価格の高騰、国内輸送需要の減少、業者間の競争は依然

として激しく、厳しい経営環境が続いた。

　　　　 このような状況のもとで当社グループは、平成20年度の目標を「革新の継続と人材の育成」と定め、３ＰＬの展開に

よる付加価値の高い輸送サービスの推進を図り新規顧客の開拓に取り組み、積極的な営業活動を展開した。また、

エコドライブの強化、ＥＴＣ、デジタルタコグラフ等の活用により、燃油費の抑制や輸送品質の向上に努めた。

　　　　 その結果、当第１四半期の営業収益は104億９千７百万円となり、営業利益は６千７百万円、経常利益は５千４百万

円、四半期純利益は２百万円となった。

　

　　　　 事業の種類別セグメントの業績は次のとおりである。　

　　　 ①貨物運送関連事業

　　　　 貨物運送関連事業については、不採算荷主の運賃見直しや燃料サーチャージの運賃転嫁に取り組んできたが、業者間

の競争が激しく、徐々に浸透しているが大変厳しい状況である。一方、貨物取扱量は倉庫・保管機能の拡大、新規荷

主の開拓等で前年を上回り、その結果営業収益は97億７千７百万円となった。

　　　　 営業損益については、諸経費の削減に努めたが、軽油価格は予想外の高騰となり、燃油費の増加等で１百万円の営業

損失となった。

　　　 ②不動産賃貸事業

　　　　 不動産賃貸事業については、東京に所在する当社保有のビルを賃貸しており、営業収益は５千５百万円となり、営業

利益は２千５百万円となった。

　　　 ③石油製品販売等事業　

　　　　 石油製品販売等事業については、原油価格の高騰によるガソリンスタンドの売上高の増加などにより、営業収益は６

億６千４百万円となり、営業利益は３千３百万円となった。

　

（2）キャッシュ・フローの状況　

　　　　　当第１四半期連結会計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、有形固定資産の

取得及び売却、借入金の返済等により、当四半期末には22億９千８百万円となった。

　　　　　当第１四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりである。

　　　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　営業活動の結果得られた資金は、９億１千４百万円となった。

　　　　　これは主に、減価償却費が５億８千１百万円及び売上債権の減少が４億２千３百万円であったこと等によるもので

ある。

　　　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　投資活動の結果使用した資金は、２億２千８百万円となった。

　　　　　これは主に、車輌更新を中心とした有形固定資産の取得による支出が３億３千１百万円であったこと等によるもの

である。

　　　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　　　　　財務活動の結果使用した資金は、５億５千９百万円となった。

　　　　　これは主に、借入金の返済によるものである。

　

（3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　　　　　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

　

（4）研究開発活動　

　　　　　該当事項はない。　
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。　

　

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はない。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はない。　
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成20年８月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 22,000,000 22,000,000
東京証券取引所

市場第二部
－

計 22,000,000 22,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　 該当事項はない。

（３）【ライツプランの内容】

　 該当事項はない。

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年４月１日～

　　平成20年６月30日　
－ 22,000 － 2,420,600 － 1,761,954

（５）【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握していない。　
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（６）【議決権の状況】

　　　　　　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

　　　　　記載することができないことから、直前の基準日（平成20年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

　　　　　る。

①【発行済株式】

　 平成20年３月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式     419,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　21,346,000 21,346 －

単元未満株式 普通株式　　 235,000 －
１単元（1,000株）未満

の株式

発行済株式総数           22,000,000 － －

総株主の議決権 － 21,346 －

　（注）　「完全議決権株式（その他）」には、証券保管振替機構名義の株式が、１千株含まれている。また、「議決権の

数」には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数１個が含まれている。

　

②【自己株式等】

　 平成20年３月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

岡山県貨物運送株

式会社

岡山県岡山市清心

町４番31号
419,000 － 419,000 1.90

計 － 419,000 － 419,000 1.90

　（注）　当第１四半期会計期間末日現在における所有自己株式数は420,787株で、発行済株式総数に対する所有株式数の割

合は1.91％である。

　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別 平成20年４月 ５月 ６月

最高（円） 190 188 182

最低（円） 177 172 170

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものである。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はない。　
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。

　    なお、四半期連結財務諸表は、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」

（平成20年８月７日内閣府令第50号）附則第７条第１項５号ただし書きにより、改正後の四半期連結財務諸表規則に

基づいて作成している。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、監査法人トーマツによる四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,761,504 2,648,836

受取手形及び営業未収入金 6,832,550 7,255,756

たな卸資産 ※2
 172,156

※2
 179,887

その他 781,666 642,472

貸倒引当金 △21,612 △22,220

流動資産合計 10,526,267 10,704,731

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,867,292 10,116,365

車両運搬具（純額） 3,251,136 3,326,443

土地 15,358,933 15,442,765

その他（純額） 107,943 112,509

有形固定資産合計 ※1
 28,585,305

※1
 28,998,084

無形固定資産 549,502 536,035

投資その他の資産

投資有価証券 2,554,762 2,375,042

その他 722,211 728,648

貸倒引当金 △24,939 △25,197

投資その他の資産合計 3,252,034 3,078,492

固定資産合計 32,386,842 32,612,612

資産合計 42,913,109 43,317,344

負債の部

流動負債

支払手形及び営業未払金 3,101,599 3,297,475

短期借入金 12,342,105 12,189,634

未払法人税等 82,475 148,039

賞与引当金 － 225,661

その他 2,880,661 2,320,040

流動負債合計 18,406,841 18,180,852

固定負債

長期借入金 10,908,833 11,574,700

退職給付引当金 3,026,128 3,081,943

役員退職慰労引当金 124,000 120,300

その他 1,184,275 1,147,936

固定負債合計 15,243,237 15,924,879

負債合計 33,650,079 34,105,732
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（単位：千円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 2,420,600 2,420,600

資本剰余金 1,761,954 1,761,954

利益剰余金 4,632,928 4,695,504

自己株式 △78,414 △78,267

株主資本合計 8,737,068 8,799,790

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 511,396 396,066

評価・換算差額等合計 511,396 396,066

少数株主持分 14,565 15,754

純資産合計 9,263,029 9,211,611

負債純資産合計 42,913,109 43,317,344
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業収益 10,497,695

営業原価 10,067,140

営業総利益 430,554

販売費及び一般管理費 ※
 363,053

営業利益 67,501

営業外収益

受取利息 435

受取配当金 14,594

受取賃貸料 51,360

持分法による投資利益 13,939

その他 35,821

営業外収益合計 116,151

営業外費用

支払利息 128,472

その他 1,126

営業外費用合計 129,598

経常利益 54,054

特別利益

固定資産売却益 4,418

貸倒引当金戻入額 211

特別利益合計 4,630

特別損失

固定資産除売却損 1,055

投資有価証券評価損 15,854

特別損失合計 16,909

税金等調整前四半期純利益 41,775

法人税、住民税及び事業税 58,437

法人税等調整額 △19,136

法人税等合計 39,300

少数株主利益 310

四半期純利益 2,164
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 41,775

減価償却費 581,678

退職給付引当金の増減額（△は減少） △55,814

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,700

貸倒引当金の増減額（△は減少） △866

賞与引当金の増減額（△は減少） △225,661

投資有価証券評価損益（△は益） 15,854

有形固定資産除売却損益（△は益） △3,363

受取利息及び受取配当金 △15,030

支払利息 128,472

持分法による投資損益（△は益） △13,939

売上債権の増減額（△は増加） 423,722

たな卸資産の増減額（△は増加） 7,730

仕入債務の増減額（△は減少） △195,876

その他 417,816

小計 1,110,196

利息及び配当金の受取額 27,833

利息の支払額 △112,249

法人税等の支払額 △110,916

営業活動によるキャッシュ・フロー 914,865

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △203,300

定期預金の払戻による収入 217,350

投資有価証券の取得による支出 △1,092

投資有価証券の売却による収入 4,439

有形固定資産の取得による支出 △331,977

有形固定資産の売却による収入 80,237

その他 6,141

投資活動によるキャッシュ・フロー △228,201

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 402,930

長期借入れによる収入 450,000

長期借入金の返済による支出 △1,366,326

配当金の支払額 △44,903

その他 △1,646

財務活動によるキャッシュ・フロー △559,945

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 126,718

現金及び現金同等物の期首残高 2,171,436

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,298,154
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第１四半期連結会計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

 会計処理基準に関する事項

 の変更

重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

　

たな卸資産　

　たな卸資産については、従来、主として先

入先出法による原価法によっていたが、当

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準第

９号　平成18年７月５日）が適用されたこ

とに伴い、主として先入先出法による原価

法（貸借対照表価額については収益性の低

下に基づく簿価切下げの方法）に変更して

いる。

　これによる損益に与える影響はない。　

【簡便な会計処理】

　　　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　　　簡便な会計処理に重要性が乏しいため、記載を省略する。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　　　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　　　該当事項はない。

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

　 34,679,580千円 　 34,185,172千円

 ※２　たな卸資産の内容  ※２　たな卸資産の内容

商品 37,283千円

原材料及び貯蔵品　 134,873千円　

合計 172,156千円

商品 34,096千円

原材料及び貯蔵品　 145,790千円　

合計 179,887千円
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（四半期連結損益計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び額は、次

のとおりである。　　

給与及び賞与 110,793千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸　

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年６月30日現在）

現金及び預金勘定 2,761,504千円

預入期間が３カ月を超える定期預金 △463,350千円

現金及び現金同等物 2,298,154千円

（株主資本等関係）

当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年６月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　22,000千株

　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　 420千株

　

３．配当に関する事項

  配当支払額

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年６月27日

定時株主総会
普通株式 64,740 3 平成20年３月31日 平成20年６月30日 利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

　
貨物運送関連
事業
（千円）

不動産賃貸事
業
（千円）

石油製品販売
等事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

営業収益       

(1）外部顧客に対する営

業収益
9,777,392 55,317 664,985 10,497,695 － 10,497,695

(2）セグメント間の内部

営業収益又は振替高
7,211 － 1,088,462 1,095,673 (1,095,673) －

計 9,784,604 55,317 1,753,447 11,593,368 (1,095,673) 10,497,695

営業利益又は営業損失

（△）
△1,885 25,828 33,186 57,129 10,371 67,501

　（注）１．事業区分の方法

　当社の事業区分の方法は、貨物運送に関連する事業としての貨物運送関連事業、不動産を賃貸する事業として

の不動産賃貸事業と石油製品販売等の事業としての石油製品販売等事業にセグメンテーションしている。

２．各事業区分の主要な事業収入

事業区分 売上区分

貨物運送関連事業
貨物自動車運送事業収入、貨物運送取扱事業収入、倉庫業収入、自動車修理業収

入

不動産賃貸事業 ビル賃貸収入

石油製品販売等事業
石油製品販売収入、自動車用品販売収入、建設業収入、保険代理手数料収入、

フォークリフト販売収入、一般労働者派遣収入

　

【所在地別セグメント情報】

　　　　　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

  当社グループの事業はすべて国内で行っているため該当事項はない。　

　

【海外売上高】

　　　　　当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日）

  当社グループの売上取引はすべて国内向けのため該当事項はない。　

　

（有価証券関係）

　　　　当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比べて著しい変動はない。

　

（デリバティブ取引関係）

　　　　当第１四半期連結会計期間末（平成20年６月30日）

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比べて著しい変動はない。

　

（ストック・オプション等関係）

　      該当事項はない。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 428円58銭 １株当たり純資産額 426円12銭

２．１株当たり四半期純利益金額等

当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 10銭

　（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載していない。

　　　　２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

　
当第１四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額　  

四半期純利益（千円） 2,164

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 2,164

期中平均株式数（千株） 21,579

（重要な後発事象）

　      該当事項はない。

　

　

（リース取引関係）

　      当第１四半期連結累計期間（自　平成20年４月1日　至　平成20年６月30日）

　　　　　所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行っており、リース

取引残高が前連結会計年度末に比べて著しい変動はない。

　

　

２【その他】

　該当事項はない。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

  平成20年８月７日

岡山県貨物運送株式会社   

取締役会　御中   

 監査法人 トーマツ  

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中山　紀昭　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 三宅　　昇　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている岡山県貨物運送株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平

成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監

査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、岡山県貨物運送株式会社及び連結子会社の平成20年６月30日現在の財政

状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示してい

ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管している。　

　　　２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていない。
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